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師走を迎え何かと慌ただしい時期となりました。秋の延長のような穏やかな日の後、突然冬が訪

れるなど寒暖の差が激しい今季、体調不良の訴えや様々な感染症が増加しています。日頃から手洗

いを励行し、体調管理を調え、新たな年を元気に迎えたいですね。 

 

 学校給食用パンの品質は…  
１１月２１日(木)に当給食会研修室で行われました。 

検査官に、東北製粉協同組合より岩手県パン工業組合技術アドバイザ

ーの道合 茂 氏を迎え、製粉工場、県学校栄養士協議会、県教育委員会

スポーツ健康課、学校給食会指定パン工場、県学校給食会担当者で県内

５工場の学校給食用食パン及びコッペパンの品質調査を行いました。 

どちらのパンも、外観（表皮色、形均整、表皮質、焼き上げ均整

(食パンのみ)）、内相（す立、色相、触感、香り、味）の項目毎に一つ

ずつチェックし点数を付け、合計点数で評価します。検査官からは、

「食パンは、標準的な食形で良い食パンもあったが、発酵状態は良好

であるが焼き色が薄く、側面が白く中折れの原因になっているものが

あった。また、型と生地量のバランスが悪く、目が積んで硬い触感の

ものがあり、香りや味が劣っているものもあった。ホイロ時間を確認

して欲しい。コッペパンは、見本となるような良いパンもあったが、焼き色がやや薄く表面が固く

感じるものや、ボリュームが出ていない目の詰まった硬いパン、少し酸臭を感じるもの、内相で空

洞が目立つものあった。捏上温度や吸水率を見直すことを提案する。」等の講評がありました。 

今回の結果については過去の結果と照らし合わ

せ、製造工場へ具体的に改善しやすい状態で結果を

通知します。更に、当給食会は、学校給食用パンの

品質向上に今後も努めて参ります。 
 

 
 

 おしらせ  
〔年末年始の業務日〕 ❖今年度の年末年始の休業日はカレンダー通りです。よって、仕事納めは

１２月２７日(金)、仕事始めは１月６日(月)からです。メーカーも休業期間が長くなり、急な注文

に対応が難しくなる場合がありますので、早目の注文にご協力お願いします。 
 

〔米穀・小麦粉の需要申請〕 ❖令和７年度分の学校給食用米穀・小麦粉の需要申請は、

１月１７日 (金 )までに提出をお願いします。学校給食用物資の原料を早い時期に確保する

ことで、万が一、一般市場で不足することになっても学校給食用は安定価格で安定供給が出来るよ

う、なるべく正確な数量を把握することが必要です。趣旨を御理解いただき、御協力をお願いいた

します。 
 

次頁へつづく☞ 

  



 

 レシピコンテスト結果決まる  

令和６年度学校給食レシピコンテストの二次審査会が 11 月 1４日（木）当給食会に於いて開催さ

れ、受賞メニューが決定しました。試食審査用の調理には、栄養教諭及び学校栄養職員とＯＢ会等から

12 名が参加し、分量や切り方、衛生管理等に配慮しながら１人で２～３品を作りました。子ども達の

レシピを活かしつつ試食用にきれいに盛り付けし、７名の審査委員に提供しました。結果は別紙等でお

しらせします。 

なお、今年度の審査委員及び調理試作委員は次の通りです。              （敬称略） 

審
査
委
員 

青森県特別支援学校校長会  副会長   佐藤 忠全 青森県ＰＴＡ連合会 事務局長    木村 洋志 

青森県学校給食センター連絡協議会 会長  葛西 一 青森県学校栄養士協議会 会長    柴田 雅代 

青森県教育庁スポーツ健康課課長  坂本 雄大 公益財団法人青森県学校給食会 理事長  奈良 和仁 

公益財団法人青森県学校給食会 常務理事 佐藤 禎人  

 

調
理
試
作
委
員 

平内町学校給食センター  栄養教諭   工藤 勝子 東通村学校給食センター  栄養教諭  石井 祐子 

弘前市西部学校給食センター 臨時学校栄養職員 川村七瀬 平川市学校給食センター  栄養教諭 秋元 麻里子 

中部上北学校給食センター 栄養教諭  夏堀 実里 青森県立八戸第二養護学校 栄養士 奥山 莉紗子 

青森県学校栄養士協議会ＯＢ会    相馬 英子 青森県学校栄養士協議会ＯＢ会     佐藤 正子 

青森県学校栄養士協議会ＯＢ会    今井 裕子 公益財団法人青森県学校給食会      榊 未依 

公益財団法人青森県学校給食会    小林 幸子 青森県教育庁スポーツ健康課 指導主事 矢古宇 由起 

   

    
 

       
 

    
  



 

 

  

 令和６年度学校給食レシピコンテスト  
  

今年度は、応募総数６９７通から１次審査（書類審査）で選ばれた１５通について、11 月１４日

（木）に二次審査会が行われ、各部門の最優秀賞及び優秀賞が決まりました。審査委員は、どれも皆、

創意工夫がされており、調理しやすそうで味も良く、課題の県産品（とり肉、サケ・マス、ほたて、に

んじん、牛乳、りんご）が生かされていて、審査は甲乙つけがたかったとのことです。 
 

【小学校の部（応募総数１８６通）】 

         

【中学校の部（応募総数４９５通）】 

 

【特別支援学校の部（応募総数通 １６通）】 

   

※優秀賞の記載順は、順位ではありません。写真は再現調理したものです。 

今後、詳細レシピは当給食会ホームページにアップしますのでお楽しみに。  

 

最優秀賞 鶴田町立鶴田小学校  ６年 赤石 瑠羽さん 

 
ご飯がすすむよ！テリトロ鶏の生姜焼き 

優秀賞 平川市立平賀東小学校   ５年 水木 珀斗さん 

 
びっくりキャロットシチュー 

優秀賞 おいらせ町立甲洋小学校   ５年 田中 陽栞さん 

 
鶏の味噌りんごま焼き 

最優秀賞 外ヶ浜町立蟹田中学校  ３年 越田 英寿さん 

 
県産ホタテ入りハンペンバーグ 

優秀賞 青森市立甲田中学校  １年  「こんにちワンコソバ」 
 芹田 明音さん、成田 華さん、髙橋 朱庵さん、福井 琳仁さん 

 
短命県返上！炒飯！ 

優秀賞 八戸市立小中野中学校  ２年 谷地 佳菜子さん 

 

ベビーホタテとむらさきいかの 

炊き込みご飯 

優秀賞 
八戸市立大館中学校   ２年 「２年３組」 
  相畑 由奈さん、西谷 真來さん、松本 流佳さん、 
  久保 智哉さん、石橋 凌河さん 

 
のり塩味の肉長いも 

優秀賞 五戸町立五戸中学校  ２年 三枝 宗介さん 

 

ホタテとしらたきの磯煮 

最優秀賞 県立青森第二養護学校  中学部３年 「魚グループ」 
伊藤 蓮さん、帶川 優さん、樋󠄀口 和希さん、川村 丈さん 

 
みんなのシチュー 

優秀賞 県立青森第一高等養護学校  ２・３年 「ＮＴＺ」 
木津谷 楓さん、髙橋 來華さん、野呂 律稀さん 

 
藍のトーマーボー丼 


